
小品系般若経の頭陀支

阿 部 慈 園

I パ ー り仏 教 す な わ ち 南 方 上 座 部 に お け る頭 陀 支(dhutanga, dhutanga)の

確 定 型 は 次 の13支(衣2, 食5, 住6)で あ る1)。 ち な み に, そ れ ら に 相 当 す る,

Astasahasrika Prajnaparamita(ASP)*お よ びAstasahasrika Prajnaparamita

(ADSP)**2)に あ ら わ れ る サ ン ス ク リ ツ ト語 形 を: の 後 に 付 記 す る。

(1) pamsukulikanga(pa糞 掃 衣 支): pamsukulika* **

(2) teclvarikanga(te三 衣 支): traiclvarika* **

(3) pipdapatikanga(pi常 乞 食 支): pipqapatika* **

(4) sapadanacarikanga(sa次 第 乞 食 支): 一

(5) ekasanikanga(ek一 坐 食 支): ekasanika* **

(6) pattapindikanga(pat一 鉢 食 支): praptapipdika**

(7) khalupacchabhattikanga(kh時 後 不 食 支): khalupascadbhaktika* **

(8) arannikanga(a阿 蘭 若 住 支): arapiyaka* **

(9) rukkhamulikanga(ru樹 下 住 支): vrksamulika* **

(10) abbhokasikanga(ab露 地 住 支): abyavakasika*, abhy**

(11) sosanikanga(sa塚 間 住 支): smasanika*, sma**

(12) yathasanthatikanga(ya随 得 敷 具 支): yathasamstarika*, yatha**

(13) nesajjikanga(ne常 坐 不 臥支): naisadyika* **

各 支 の 略 号 は, 便 宜 上 パ ー リ系 の そ れ を 以 下 用 い る。 さ て 一 般 に パ ー リ系 の 頭

陀 支 は13支, 大 乗 系 の そ れ は12支 と い わ れ て い る が, 般 若 経 典 で あ るASP, ADSP

も と も にsaを 欠 く12支 を 挙 げ る。 た だ し, A5PはAD8Pの も つpatを 欠 き,

そ の か わ り にnamantika(na義 衣, 毛 織 物 で作 った衣)を 加 え て い る。

興 味 あ る ご と に, パ ー り聖 典 で は お お む ねdhutahga(頭 陀 の 支 分)と い う 語 が

用 い ら れ る3)の に 対 し, 大 乗 経 典 で はdhutagupa(頭 陀 の 徳 目)と い う タ ー ム が 用

い ら れ る4)。 ま た, 漢 訳 大 乗 経 典 で は, 旧 訳 で 「頭 陀 功 徳 」5)新 訳 で 「杜 多 功 徳 」6)

の 訳 語 が 見 え る。 そ れ ら の 原 語 はdhutagupaで あ っ た こ と が 知 ら れ る。 一 方 パ

ー リ系 の 漢 訳, た と え ば 『解 脱 道 論 』 に は 「頭 陀 分 」7)の 訳 語 が 見 え る が, そ の 原

語 はdhutangaで あ っ た こ と は 明 き ら か で あ る。 ち な み に, dhutanga, dhutaguna

に 相 当 す る チ ベ ッ ト語 は そ れ ぞ れsbyahs pabi yan lag, sbyahs pabi yon tan8)で
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あ る。 両語の意味 す るところは同 じとここでは見 る6)。

さて, 本 稿 では小 品系般若経群 における頭陀支(=頭 陀功徳)を 検討す る。 大品

系 におけ る頭 陀支 については別稿 を記 している10)。 な お 『般若経』 の頭陀説 につ

いては水野弘元博 士の研究11)が あ る。

IIま ず,『 毘尼母経(毘 尼母)』 は法蔵部所伝の 『四分律』のMatrka(本 母)

といわれ るが, この説 を承 けつつ水野博士 は, 『般若経』が掲 げてい る12頭 陀説

は法蔵部 の ものか ら採用 した か, そ の影響下 に述べ られた もので あろ う, といわ

れた12)。 それ ゆえ,『 毘尼母』 にお ける頭陀支を吟味す ることか ら始 め よ う。

(1)常 自行二空閑静処ー亦当レ讃二彼閑静之処一 (2)乞 食 (3)糞 掃 衣 (4)若 有 瞑二

心ー止不レ食滅巳乃食 (5)一 坐食 (6)一 時受取 (7)常 塚 間行 (8)露 地坐 (9)

樹下住 (10)常 坐不臥 (11)随 得敷具 (12)斉 二三衣ー(大 正24・804c)

(1)の 「行空閑静処」はaと 見 る13)。(4)は パ ー り頭 陀支 には 見 られ な い。 訳 語

の不定 か誤解 の可能性 もある。 水野博士 はpatと 見 られ る14)が, 筆 者 はkhと

見 たい。(6)を 博 士はkhと 見 られる15)が, 筆 者 はpatと 見 た い。 『毘 尼母』 の

12支 を略号を用い て 表 わ す と, a・pi・pa・kh・ek・pat・so・ab・ru・ne・ya・teと な

る。 前3支a・pi・paは それ ぞれ住・ 食・ 衣の代表支で あ り, か つ頭 陀 支 の 原 型

で ある16)。つ いで食3支・ 住5支・ 衣1支 と続 く頭陀支型 である。 第4支 以後 に

は, 明 き らかな衣食住 の配列意 図が うかがわれ る。

次 に,『 四分律』が掲 げる2種 の頭 陀支を次に挙げ る。

A:(1)楽 二閑静処ー (2)時 到乞食 (3)著 二糞掃衣ー (4)作 二余食法ー不レ食

(5)一 坐食 (6)一 搏食 (7)塚 間坐 (8)露 坐 (9)樹 下坐 (10)常 坐 (11)随

坐 (12)持 二三衣ー(大 正22・582b)

B:(1)阿 蘭若 (2)乞 食 (3)著 二糞掃衣一 (4)作 ー余食法ー不レ食 (5)一 坐 食

(6)一 搏食 (7)塚 間坐 (8)露 地坐 (9)樹 下坐 (10)常 坐 (11)随 坐 (12)

持二三衣ー(大 正22・859c)

AB間 で(1)(2)(8)に て訳語 が異 なるが内容 は同じい。(6)は 「一鉢食(pat)」

と同義 と見 る。 『毘尼母 』 と比 べて訳語 が より統一 され ている。Aよ りBの 方 が

さらに整 ってい る。a・pi・pa・kh・ek・pat・so・ab・ru・ne・ya・teがAB『 四分律』

の頭 陀支型で あ り,『 毘尼母 』のそれ と全 同 となる。

IIIま た, 羅 什 訳 『小品般若 波羅 蜜経(小 品)』 が掲 げる頭陀支 は次 の如 し。

(1)受 二阿練若法ー (2)乞 食 (3)著 二納衣ー (4)食 後不レ飲レ漿 (5)一 坐食

(6)節 量食 (7)住 二死屍間ー (8)坐 二空地ー (9)坐 二樹下ー (10)常 坐不臥
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(11)随 敷坐 (12)少 欲知足遠離 (13)不 レ受レ塗二脚油ー (14)楽 二少語少論ー(大

正8・570b)

(4)の 「食後 に漿 を飲 まず」 はkhに 配 当す る。 「漿(ジ ュース)」 とはr大 智度

論』 に よれ ば,「 果漿・ 蜜漿」な どをい う17)。(6)は 「一鉢 食」 と同 じ。(12)以

下3支 は, 頭 陀 支 の受持 の 目的 ない しは功徳(利 益anisamsa)な ど であ り, い わ

ば頭陀支 に準ず る付加 的な もの と見 な し, こ こでは正規の支 分 と して は認 め な

い18)。従 って,『 小品』 の頭陀支 はa・pi・pa・kh・ek・pat・so・ab・ru・ne・yaと な

る。 この11支 は,『 毘尼毎』r四 分律 』の前11支 と同 じい。 何故 に,『小品』は両者

が第12支 に掲 げるteを 省 いてい るのであろ うか? 考 え られ る可能性 と して 二

つある。(1)文 面 ど うりに読 んで,『小品』の頭 陀支型 は11支 であったか, (2)『小

品』 にて, 1第12支 目にteが 欠 落 してい るか, で ある。 このことについて は 後述

す る。

IV 次 に梵本ASPお よびチベ ツト訳ASPの 頭 陀支 をながめてみ よ う。

(1) aranyaka (2) pndapatika (3) pamsukulika (4) khalupascadbhaktika (5)

ekasanika (6) yathasamstarika (7) traicivarika (8) smasanika (9) vrksamulika

(10) naisadyika (11) abhyavakasika (12) namantika (13) alpeccha-samtusta-

pravivikta(少 欲・知足・遠離) (14)apagata-pada-mraksapa(足 に油を塗 らぬこと)

(15)mrdubhasy-alpavac(優 し く語ること・言葉少なきこと)2)

(13)(14)(15)は, それ ぞれ が対応す る 『小品』の(12)(13)(14)と 同 じ扱 い と

す る。 しか らば, ASPも12支 と なる。 ただ し, 第12支naは,『 毘 尼 母』『四分

律 』r小 品』の説 かぬ ものであ り, パ ー り聖典 における頭陀支群 に も見 られ ない。

チベ ッ ト訳ASP19)も, 梵 文ASPと 同 じい。ASPの 頭 陀支 を略号 で示す と,

a・pi・pa・kh・ek・ya・te・so・ru・ne・ab・naと な る。 原型3支・ 食2支・ 住支・ 衣

支・ 住4支・ 衣支 の列挙 で ある。第4支 以後は衣 食住 の配 列意図がな されている

とは見 がたい(た だし, yaとnaが 入 れかわるか, teがnaの 直前に配されれば, 食依住

あるいは食住衣の配列となる)。 また, 前5支 は 『毘 尼 母』 『四分 律』『小 品』 と同

じであ る。第6・7支 のya・teは,『 毘 尼母』『四分律』 の第11・12支 に配 さ、れ

るものであ る。住4支so・ru・ne・abは 『毘 尼 母』『四 分律 』『小 品』のso・ab・

ru・neと 比 べ ると, abが 住4支 の最後に配 されてい る。

patの か わ りにnaが 第12支 に来 てい ることはす でに指摘 したが, naを もつ

頭 陀支型 は 『十住毘婆沙論(十 住論)』 『喩 伽師地論 』『大 般 浬 梁 経 』『法 集 多数

経』20), ま たmahavyatpatti(1130)を こあらわれ る。naに ついては別稿 を期 す。
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ち な みに,『 十住論』 の頭陀支 とASPの そ れを比較 してみ よう。『十住 論』 も

12支 をたて るが, a・piの2支 がpa以 下 の10支 を開 くとい う説 き方 をす る。

(1)空 閑法 (2)乞 食法 (3)著 二糞掃衣ー (4)一 坐 (5)常 坐 (6)食 後不レ受二

非時飲食ー (7)但 有 二三衣ー (8)義 衣 (9)随 二敷坐ー (10)樹 下住 (11)空 地

住 (12)死 人間住(大 正26・114bc)

略 号 を もって両者 の頭陀支 をあらわ そ う。

十住論: a・pi・pa・ek・ne・kh・te・na・ya・ru・ab・so

ASP: a・pi・pa・kh・ek・ya・te・so・ru・ne・ab・na

原 型3支 はともに同じい。 第5支 以下 は列挙順序が異 な る。 第7, 11支te, abが

か ろ うじて同位置 である。 『十住論 』 も第4支 以下衣食住 の配列意 図が顕 著 で は

ないが, 仮 に食支 のekとkhの 間 にあるneがya以 下 の住支群 に加 わ れ ば,

食2・ 衣2(te・na)・ 住5の 整 った型 とはなる。 ともあれ, 注 目すべ きは両者の

12の 支分 それ ぞれが全同 であることである。

V 次 に玄突 訳 『大般若 波羅蜜多経(第4会)』 の頭 陀支 を検討 しよ う。

(1)居 二阿練若ー (2)常 乞食 (3)受 ニー食ー (4)一 坐食 (5)一 鉢食 (6)居 二

塚間ー (7)居 二露地ー (8)居 二樹下ー (9)糞 掃衣 (10)但 三衣 (11)常 坐不臥

(12)如 二旧敷具ー (13)少 欲 (14)喜 足 (15)楽 二遠離ー (16)楽 二寂定ー (17)

具 二正念ー (18)具 二妙慧ー (19)不 レ重二利養ー (20)不 レ貴二名誉ー (21)好 二

廉倹ー不レ塗二其足ー (22)省 二睡眠ー (23)離 二捧挙ー (24)好 二少言ー (25)

楽軟 語(大 正7・837bc)

(3)「 受 一食」 は,『 毘尼母』の(6)「 一 時 受 取」 と 同 じ くkhと 見 る。(13)-

(25)は,『 小品』の(12)-(14)お よびASPの(13)-(15)と 同 じ扱 い とす る。

な お,『 第4会 』の(13)(14)(15)は 『小 品』の(12)お よびASPの(13)に,

同 じ く(21)は 『小品』の(13)お よびASP(14)に, 同 じ く(24)(25)は 『小品』

の(14)お よ びASP(15)に 相 当す る。 しか らば, こ の 『第4会 』は 『小品』・

A5Pよ り増広 されてい るといえ よ う。『第4会 』頭陀支 の略号 は次 の如 し。

a・pi・kh・ek・pat・so・ab・ru・pa・te・ne・ya

paを 第9支 に置 き, 原 型3支 を前3支 に配 しない ところが, い ままでの頭陀支型

と異 な る。 ただ し, 全頭 陀支の代表支 ともいわれ るaを 第1支 に置 き, 食4支・

住3支・ 衣2支・ 住2支 と続 くこの頭 陀支型は, い くば くかの配列意 図がなされ

てい るよ うで ある。 なお, 12支 そ れぞれは,『 毘尼母』『四分 律』, 後 述 す る 『仏

母』 と共有 してい る。付言 すべ きは,『 第4会 』の余所(同812a)に も頭陀支 が言
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及 され ていることであるが, そ こでは, た だ 「十二杜多功徳」 とあるのみで, 各

支分 の名 目は省略 され ている。

VI 次 に やは り小晶系 とされ る宋 の施護訳 『仏母 出生三法 蔵 般若 波 羅 蜜 多 経

(仏母)』 の頭陀支 をながめてみ よう。

(1)阿 曜肇法 (2)常 行二乞食ー (3)著 二糞掃衣ー (4)飲 食 已後不二復飲ア漿 (5)

常一坐食 (6)常 随ニ敷坐ー (7)但 持二三衣ー (8)住 二灰陀林ー (9)坐 二於樹下ー

(10)坐 二於空地ー (11)常 節量食 (12)常 坐不臥(大 正8・652ab)

(1)の 「阿曜摩」 はaryapiyakaの 音 写で,「 阿蘭若」「阿練若」 と同 じい。12支

をたて るが, 第4支 以下 はやは り衣食住の配列意図を明瞭に うかが うことができ

ない。ASP,『 毘 尼母』 と 『仏母』 とを比 較 してみ よ う。

仏 母: a・pi・pa・kh・ek・ya・te・so・ru・ab・pat・ne

ASP: a・pi・pa・kh・ek・ya・te・so・ru・ne・ab・na

毘尼母: a・pi・pa・kh・ek・pat・so・ab・ru・ne・ya・te

『仏 母 』はASPの 前9支 と配列順 序は同 じで, 11支 は共通 であるが, naの か わ

りにpatを もつ。 従 って,『 毘尼母』 の12支 と共通 である。 ただ し, 第6支 以 下

の配列順序 を異 にす る。

『仏母 』における注 目すべ き記述 は, 12の 「頭陀功徳」すなわ ち 「頭陀 の支分」

群 と, それ にと もな う種 々 の功 徳(利 益)群(少 語・喜足・遠離 一 乃至不レ受レ

塗ご足油一等……如 是種種功徳)と を別立 してい ること(同652b)で あ る。

VII な お,『 小品』 や 『第4会 』『仏母』に先行す ると見 られ る小品系般 若 経

典 に 『道行般若経(道 行)』(後 漢・ 支婁迦識訳),『 大明度経』(呉・ 支謙訳),『 摩

詞般若砂経(1砂 経)』 が あるが, そ れ らの頭陀支 に も触れ てお こう。

まず,『 道行』は次の14支 を挙 げる。

(1)自 字(?) (2)乞 食(pa) (3)一 処飯 (4)就 飯 (5)先 轍二果菜(菰)ー 却食レ

飯 (6)在 二丘墓間ー(so) (6)露 地(ab) (8)在 二樹間ー止(ru) (9)有 レ受レ請

者 (10)不 レ受レ請 (11)多 少取足 (12)麻 油不レ塗レ身 (13)語 声好 (14)巧

談語(大 正8・460b)

こ の うち明確 に頭陀 の支分 と判定 できるのは(2)(6)(7)(8)く らいで, 他 は訳

語 として難渋 であ った り, 頭 陀 の功徳(利 益)な どを含んで もお り, それ ゆえ 『道

行』 の頭陀支 は 『小品』な どと同等 に扱 うことは ここでは避 けたい。

『大明度経』 には当該箇所 は見当た らない。 『鋤経』 も,『 道行 』の文面 とほぼ

同 じである。 ただ 『道行』の(12)と(13)の 間 に 「一処止」が加え られてい る。
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VIII以 下,『毘尼母』『四分律』と小品系般若経典の4種 と 『十住論』の都合

6種 の頭陀支の比較表を示そう。

この比較表 より, また上述の考察 より, 次のことが確認されるであろう。

(1)『 小品』の頭陀支は, 法蔵部所伝の 『毘尼母』『四分律』のそれを直接継

承 してお り, その支分は11と見 るよりも, teを 加えた12支 と見る方が妥 当で 幽

ること。(2)APSの 頭陀支は(1)と は別系統の伝承をふ まえてお り, む しろ

『十住論』のそれと親近性をもっていること。(3)『 第4会 』の頭陀支は,『小品』

と深い関わりをもちつつも, その列挙順序が独特であること。(4)『 仏母』の頭

陀支は, 支分については 『毘尼母』乃至 『小品』と共通で あるが, 列挙順序 が

APSと 少しく関わりがあること。(5)従 って, 小品系般若経の頭陀支は4種 の

伝承が認められること。

1) Visuddhimagga(Vis), HOS版, II-2な ど。2)ASP, VAIDYA本, p.192; ADSP,

CONZE本, pp.8-9. 3)Vis 11-1な ど。 た だ し, Vinaya iii 15(PTS版)に は, dhuta-

gupaの 語 が見 え る。 ま た, Vinaya ii 196;iii171に は単 にvatthuと あ る。4)ASP,

p.192; ADSP, p.9. 5)『 十 住 毘 婆 沙 論』, 大 正26・114bな ど。6) 『大 般 若 波 羅 蜜 多

経 』, 大 正6・546cな ど。7) 大 正32・406b. 8) Vimuktimdrga Dhutagunanirdesa, ed.

by P.V.BAPAT, 1964, p.72. 9) P.V. BAPAT: Dhutangas, IHQ, Vol.XIII, Calcutta,

1937, p.47. 10)阿 部 「般 若 経類 の頭 陀 支」,『 高崎 直道 博 士還 暦 記 念・ 印度 学 仏 教 学 論

集 』(出 版 予 定)。11)水 野 弘 元 「大 乗 仏 教 と部 派 仏 教 との 関 係),『 大 乗 仏 教 の成 立 史

的 研 究 』 所 収。12)水 野 前 掲 論 文, p.307. 13)同, p.306. 14)15)同, p.304.

16)阿 部 「Pali Vinayaに お け る頭 陀 支 」,『印 仏 研 』28-2. 17)大 正27・538a. 18)本

稿VI参 照。19)北 京 版21巻, P.149, 2段 目ll.5-7. 20)そ れ ぞれ 大 正26・114b(難

衣), 大 正30・422a(但 持 轟 衣), 大 正12・527b(義 衣), 大 正17・661a(同)。

追 記: 東 方研 究 会 専 任 研 究 員・ 種 智 院 大 学 講師 山 口務 氏 よ り資料 の提 供 と甚 大 な御 教

示 を得 た。 こ こに記 して感 謝 の 意 を 表 し た い。(15-8-1986)

(東 方 学 院 講 師・Ph.D)
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